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進入表面・移転表面

• へリコプターは垂直に離着陸可能だが、実際の運用
では飛行機と同様に斜めに降下しながら侵入して着
陸し、斜めに離陸する。（エンジンに過大な負荷が
かかることが多いため）

• したがって、進入、・着陸方向に障害物があると危
険である。

• 離着陸帯が15ｍ×15ｍ必要で、かつ、その外周に10
ｍ以上の余白帯が必要
→つまり、35ｍ×35ｍの広さを確保する必要があ

る
※ドクターヘリ運航業者ヒアリングより

「進入表面」
• 進入・着陸方向の障害物が制限される区域。
• 着陸帯の端部から基本的に1/8勾配の面である。
• この進入表面から突出するものがある場合は着陸を
許可できない。

「移転表面」
• 進入表面に対して直角方向。
• 移転表面は基本的に1/1勾配の面である。
• この移転表面からも突出するものがあると離着陸で
きない。

※実際にはさまざまな要素がある事に留意。

（参考）ランデブーポイント設置の方向性
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